
【放牧】 （島根県邑智郡邑南町 農事組合法人 須摩谷農場 ）

○ 須摩谷地区は総戸数29戸（93名）、経営面積13.9ha。品目別では水稲5.77ha、牧草放牧地3.32ha及びその他2.25ha（自家用米
、野菜、保全管理等）。山間部に位置し、農地の多くは急傾斜地の小区画ほ場。

○ 湿田など耕作管理が困難な農地の保全を目的として、平成15年に放牧を開始。現在、繁殖牛14頭を11.7ha（水田3.17ha、畑
1.1ha、林地7.4ha）を5牧区の放牧地に分けて管理。

○ 当初から周年親子放牧を実施。現在は親子A群(分娩前1か月から分娩後4か月)と、親子B群(A群以外の親子等)の2群編成と
し、親子B群を計画的に放牧することで放牧圧の適正化と放牧利用日数増加を図っている。

○ キャトルステーション利用による省力化、農研機構・JA・県等と連携した飼養管理改善による子牛販売収益の向上が図られて
いる。
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